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わ
が
国
で
は
、
患
者
さ
ん
が
飲
み
残
し
た
薬
（
以
下
、

残
薬
）
に
よ
る
損
失
は
年
間
数
百
億
円
に
上
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
出
石
医
療
セ
ン
タ
ー
は
４
年
前
に
出
石
セ

ン
タ
ー
薬
局
と
の
協
同
で
、
残
薬
を
再
利
用
す
る
と
い

う
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
４
月
か
ら

は
、
こ
れ
を
出
石
町
内
の
全
て
の
薬
局
に
広
げ
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
患
者
さ
ん
は
調
剤
し
て
も
ら
っ
た
薬

局
に
残
薬
を
持
っ
て
行
き
さ
え
す
れ
ば
、
再
利
用
し
て

も
ら
え
、
薬
代
の
節
約
に
な
る
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

調
剤
薬
局
で
は
処
方
箋
を
見
な
が
ら
、
用
法
や
処
方
日

数
な
ど
を
確
認
し
、
受
け
取
っ
た
残
薬
の
不
足
分
に
合

わ
せ
、
処
方
箋
ど
お
り
に
調
剤
し
て
、
患
者
さ
ん
に
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。

出
石
セ
ン
タ
ー
薬
局
の
赤
木
緯
佐
子
薬
剤
師
の
調
べ

に
よ
る
と
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
平
成
30
年
８
月
ま
で

の
間
で
は
、
当
院
か
ら
処
方
さ
れ
た
薬
の
残
薬
の
再
利

用
に
よ
る
節
減
は
１
，1
2
8
，4
5
0
円
で
し
た
。

再
利
用
し
た
残
薬
情
報
は
、
調
剤
薬
局
か
ら
F
A
X

で
当
院
に
送
ら
れ
、
医
師
は
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

診
察
時
に
、
残
り
が
ち
に
な
る
理
由
を
患
者
さ
ん
か
ら

教
え
て
も
ら
い
、
改
善
方
法
を
相
談
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
残
薬
を
再
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
① 

患
者
さ
ん
の
財
布
に
や
さ
し
く
、
市
や
健
康
保
険

組
合
の
財
政
に
も
や
さ
し
く

　
② 

廃
棄
・
焼
却
さ
れ
る
薬
が
減
る
こ
と
に
よ
り
、
但

馬
の
環
境
に
も
や
さ
し
く

　
③ 

薬
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
患
者
さ
ん
に
気
付
い
て

も
ら
え

　
④ 
医
療
者
と
の
よ
り
良
い
関
係
づ
く
り
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
４
月
か
ら
は
和
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
通
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
も
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ

の
取
り
組
み
が
よ
り
広
い
地
域
で
も
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

出
石
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

残
薬
再
利
用
の
取
り
組
み

出石医療センター
病院長　西岡　 顯

出石医療センターの今

令和元年5月より毎週水曜日、午後1時～に変更、担当医は内科鈴木医師です。
今回は禁煙治療の流れについて説明します。
禁煙治療は下記のスケジュールで健康保険等を使用し12週間に5回の診療を行います。
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出石医療センターの今

初回～４回の通院、各診察で吐いた息に含まれる一酸化炭素の濃度の測定や医師、看護師から
禁煙実行と継続に向けてのアドバイスを行っています。

禁煙の薬には「 飲む」「 貼る」「かむ」タイプの３種類がありますが、医師と相談し禁煙補助
薬を決めましょう。最後まできちんと治療を終えることで、より禁煙を継続することができます。

患者さんは強い決意と努力で禁煙に挑まれ、その結果見事に卒煙されています。
外来看護師は、見事卒煙された患者さんへのフォローも行っていきたいと考えています。
以前に受診していても最初の受診から１年経つと再び健康保険等が適用される場合があります。
まずは禁煙外来に相談して下さい。自分に合った禁煙方法を見つけましょう。

出石医療センター禁煙外来

スクリーニング 禁煙継続のためのフォローアップ

０週

初回

２週

通院

４週

通院

８週

通院

12週

ゴール

禁煙スタート

令和元年5月より毎週水曜日、午後1時～に変更、担当医は内科鈴木医師です。
今回は禁煙治療の流れについて説明します。
禁煙治療は下記のスケジュールで健康保険等を使用し12週間に5回の診療を行います。

禁｜煙｜外｜来｜の｜ご｜案｜内
～今度こそと思ったら禁煙外来へ～

当医療センターでは平成29年10月より禁煙外来を行っています。
タバコが健康に悪いとわかっていても、家族からも禁煙を勧められていても、

吸える場所も年々減っていき肩身の狭い想いをしていても…禁煙できないのはなぜでしょう？
今までにもご紹介をさせて頂きましたが、禁煙外来の診療日変更のお知らせに合わせ再度

ご案内致します。
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「がん治療の今」❺

公
立
豊
岡
病
院　
形
成
外
科 

部
長   

德
力
　
俊
治

当
科
で
は
、
皮
膚
や
軟
部
組
織
か
ら
発
生
す
る
が
ん

に
対
す
る
手
術
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
他
科
の

が
ん
切
除
後
の
欠
損
に
対
す
る
再
建
手
術
も
行
っ
て
い

ま
す
。

皮
膚
が
ん

大
多
数
は
基
底
細
胞
が
ん
、
有
棘
細
胞
が
ん
で
、
い

ず
れ
も
頭
部
、
顔
面
、
手
足
等
露
出
部
に
発
生
す
る
こ

と
が
多
く
、
整
容
性
に
も
配
慮
し
た
切
除
再
建
手
術
を

行
っ
て
い
ま
す
。
進
行
が
ん
や
悪
性
黒
色
腫
で
は
拡
大

切
除
を
行
い
、
化
学
療
法
や
放
射
線
治
療
も
併
用
し
、

治
癒
率
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

軟
部
組
織
が
ん（
肉
腫
）

脂
肪
、
線
維
、
筋
肉
、
神
経
等
か
ら
発
生
す
る
悪
性

腫
瘍
で
あ
り
、
年
間
数
例
発
生
し
て
い
ま
す
。
腫
瘍
を

含
む
広
範
囲
切
除
が
必
要
で
あ
り
、
切
除
後
の
欠
損
が

大
き
く
な
る
た
め
、
創
部
を
確
実
に
閉
鎖
し
、
か
つ
体

へ
の
影
響
が
少
な
い
再
建
方
法
を
検
討
し
て
手
術
を
行

っ
て
い
ま
す
。

他
科
が
ん
切
除
後
の
欠
損
に
対
す
る
再
建

乳
が
ん
切
除
後
の
乳
房
欠
損
に
対
す
る
乳
房
再
建
を

希
望
す
る
方
に
対
し
、
乳
腺
外
科
と
連
携
し
、
人
工
物

も
し
く
は
自
家
組
織
で
の
再
建
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
体
の
一
部
に
が
ん
切
除
後
の
欠
損
が
生
じ
た
場
合
は
、

当
該
科
と
連
携
し
て
必
要
な
再
建
を
行
っ
て
い
ま
す
。

形
成
外
科
に
お
け
る

 

が
ん
治
療
に
つ
い
て

公
立
豊
岡
病
院　
皮
膚
科 

部
長   

秋
山
　
　
創

皮
膚
科
領
域
の
悪
性
腫
瘍
に
は
様
々
な
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
次
の
5
疾
患
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

日
光
角
化
症

長
い
年
月
に
渡
っ
て
日
光
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

る
こ
と
で
起
き
る
皮
膚
の
変
化
で
す
。
早
期
が
ん

で
あ
り
、
放
置
す
る
と
深
部
へ
と
広
が
り
、
転
移

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
大
き
さ
1
〜
2
㎝
程
度

の
カ
サ
カ
サ
を
伴
っ
た
紅
色
の
発
疹
と
し
て
み
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、
顔
面
、
前
腕
、
手
の
甲
な
ど

の
日
光
の
影
響
を
受
け
や
す
い
皮
膚
に
好
発
し
ま

す
。治

療
法
は
外
科
的
切
除
が
第
一
選
択
で
す
が
、

C
O
2
レ
ー
ザ
ー
照
射
で
治
療
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
2
0
1
1
年
よ
り
イ
ミ
キ
モ
ド
ク
リ
ー
ム

と
い
う
薬
剤
を
塗
布
す
る
外
用
療
法
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

基
底
細
胞
癌

皮
膚
を
構
成
す
る
細
胞
の
一
部
で
あ
る
基
底
細

胞
な
ど
が
悪
性
化
し
た
も
の
で
す
。
高
齢
者
の
顔

面
な
ど
に
好
発
す
る
黒
色
や
灰
黒
色
の
盛
り
上
が

り
で
す
。
増
大
す
る
と
と
も
に
中
央
が
崩
れ
て
潰

瘍
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
転
移
は
非
常
に
ま

れ
で
、
原
則
と
し
て
転
移
し
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

治
療
法
は
外
科
療
法
が
標
準
で
す
。

ボ
ー
エ
ン
病

皮
膚
の
最
も
外
側
の
表
皮
細
胞
が
悪
性
化
し
た

も
の
で
す
。
病
変
が
表
皮
内
に
留
ま
る
早
期
が
ん

で
す
。
高
齢
者
に
多
く
出
現
し
ま
す
。
円
形
か
ら

楕
円
形
の
赤
色
〜
茶
色
の
少
し
盛
り
上
が
っ
た
斑

や
か
さ
ぶ
た
の
様
に
な
り
ま
す
。
転
移
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

治
療
法
は
外
科
療
法
が
標
準
で
す
。

有
棘
細
胞
癌

皮
膚
の
最
も
外
側
の
表
皮
細
胞
が
悪
性
化
し
た

も
の
で
す
。
ボ
ー
エ
ン
病
と
違
い
病
変
は
表
皮
内

に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
病
変
が
表
皮
を
超
え
て
最
初

は
硬
い
イ
ボ
様
の
盛
り
上
が
り
と
し
て
始
ま
り
、

増
大
す
る
と
悪
臭
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最

初
か
ら
く
ず
れ
て
潰
瘍
を
作
る
場
合
や
カ
リ
フ
ラ

ワ
ー
状
に
隆
起
す
る
も
の
も
あ
り
、
多
彩
な
形
態

を
と
り
ま
す
。
進
行
す
る
と
転
移
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

治
療
法
は
外
科
療
法
が
標
準
で
す
が
、
放
射
線

治
療
に
も
反
応
し
ま
す
。
病
期
が
進
む
と
化
学
療

法
を
併
用
し
た
治
療
に
な
り
ま
す
。

悪
性
黒
色
腫

「
ほ
く
ろ
の
が
ん
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

皮
膚
を
構
成
し
て
い
る
メ
ラ
ニ
ン
色
素
を
産
生
す

る
細
胞
が
、
が
ん
化
し
た
も
の
が
悪
性
黒
色
腫
で

す
。
通
常
の
ホ
ク
ロ
は
簡
単
に
悪
性
に
変
化
す
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
般
の
方
が
ホ
ク
ロ
と
思
っ
て
い
る
も
の
で
も
、

悪
性
黒
色
腫
で
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

比
較
的
早
期
か
ら
転
移
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

治
療
法
は
、
病
期
が
初
期
の
場
合
は
外
科
的
切

除
の
み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
病

期
で
は
化
学
療
法
を
併
用
し
た
治
療
に
な
り
ま
す
。

皮
膚
科
領
域
に
お
け
る

が
ん
と
治
療
に
つ
い
て
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超
音
波
内
視
鏡
で
で
き
る
こ
と

❶ 

膵
臓
や
リ
ン
パ
節
、肝
臓
な
ど
の

腸
管
外
の
組
織
検
査

❷ 

お
腹
に
た
ま
っ
た
膿う

瘍み

を

胃
の
中
に
排
出（
ド
レ
ナ
ー
ジ
） 図
２・３・４

❸ 

C
T
で
見
え
な
い
微
小
な

膵
腫
瘍
の
早
期
発
見

❹ 

縦
隔
腫
瘍
の
生
検  

な
ど

　
豊
岡
病
院
で
も
2
0
1
8
年
4
月
か
ら
機

器
を
本
格
導
入
し
、
超
音
波
内
視
鏡
を
活
用

し
た
画
期
的
な
検
査
・
治
療
で
安
定
し
た
治

療
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

公
立
豊
岡
病
院　
消
化
器
科 

部
長   

清
水
　
辰
宣

 

公
立
豊
岡
病
院  

歯
科
口
腔
外
科

部
長   

田
中
　
太
邦

昨
今
の
著
名
人
の
罹
患
に
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
る
舌

が
ん
を
含
め
、
口
腔
に
も
様
々
な
が
ん
が
で
き
ま
す
。

現
在
の
口
腔
が
ん
の
標
準
治
療
は
手
術
、
放
射
線
、
化

学
療
法
の
3
つ
を
、
状
況
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
行
わ
れ
ま
す
。
手
術
に
よ
る
治
療
で
は
、
が
ん
の

進
展
の
程
度
に
よ
り
切
除
の
範
囲
が
決
ま
り
、
ま
た
欠

損
範
囲
に
基
づ
い
て
組
織
を
移
植
し
て
機
能
・
形
態
の

回
復
を
図
り
ま
す
。
放
射
線
治
療
は
、
技
術
革
新
に
伴

い
よ
り
周
辺
臓
器
へ
の
影
響
の
少
な
い
照
射
が
可
能
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
化
学
療
法
は
昨
今
話
題
と
な
っ

て
い
る
分
子
標
的
薬
や
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害

薬
と
い
っ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
薬
剤
が
開
発
さ
れ
口
腔

が
ん
に
も
適
応

さ
れ
る
よ
う
に

な
り
効
果
が
実

証
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。

豊
岡
病
院
で

は（
前
述
の
著

名
人
の
受
け
ら

れ
た
治
療
方
法

を
は
じ
め
）、

主
要
な
大
学
病

院
で
行
わ
れ
て

い
る
治
療
内
容

と
同
等
の
治
療

を
受
け
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

口
腔
が
ん
治
療
の
現
在

超
音
波（
付
き
）内
視
鏡
ス
コ
ー
プ

　
　
　
　
を
使
っ
た
ス
ゴ
イ
治
療
!!

〝
日
本
の
消
化
器
内
視
鏡
の
技
術
は
世
界
最
先

端
！
〞と
い
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
お
家
芸
と
も
い
え

る「
胃
カ
メ
ラ
」や「
大
腸
カ
メ
ラ
」の
こ
と
を
、

医
学
の
世
界
で
は「
電
子
内
視
鏡
ス
コ
ー
プ
」と
言

い
ま
す
。

消
化
器
内
視
鏡
は
、
元
来
、
腸
管
の
内
側
の
粘
膜

し
か
見
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
先
端
に
超
音
波

（
エ
コ
ー
）装
置
を
搭
載
し
た
図
1
の
よ
う
な
構
造

の
電
子
ス
コ
ー
プ
を
超
音
波
内
視
鏡
と
い
い
、
こ
れ

は
腸
管
の
内
側
だ
け
で
な
く
、
腸
管
の
外
側
の
臓
器

も
見
え
る
い
わ
ば〝
水
陸
両
用
車
〞の
よ
う
な
優
れ

も
の
で
す
。

こ
の
内
視
鏡
の
先
端
か
ら
専
用
の
針
を
出
す
こ
と

で
、
胃
や
十
二
指
腸
壁
を
穿
刺
・
貫
通
さ
せ
て
外
側

臓
器
の
組
織
を
採
取
し
た
り
、
胃
の
内
部
と
外
側
を

貫
通
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
チ
ュ
ー
ブ
を
埋
め
込
ん

だ
り
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
急
性
膵
炎
や
胆
嚢
炎
な

ど
で
で
き
る
お
腹
の
中
の〝
膿（
う
み
）〞を
、
胃

の
中
に
吸
い
込
ま
せ
る
と
い
っ
た
従
来
法
よ
り
ず
っ

と
安
全
で
負
担
の
少
な
い
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
微
小
な
膵
癌
の
早
期
発
見
・
診

断
、
他
に
手
だ
て
の
な
い
黄
疸
の
治
療
に
も
力
を
発

揮
で
き
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。

図４   胃内に膿が排出［内視鏡画像］

図３  腹腔内膿瘍の造影画像

図２   腹腔内の膿（うみ）を胃から
穿刺［超音波画像］

図１  超音波内視鏡の先端の構造



6ほすぴたる 第87号（2019.７） 

医
食
同
源

暑
さ
で
体
力
を
消
耗
し
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
り
が
ち
な
夏
、「
体
が
だ
る

い
」「
疲
れ
や
す
い
」「
食
欲
が
な
い
」「
睡
眠
不
足
」
…
な
ん
て
こ
と
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な
夏
野
菜
と
共
に
、
た
ん
ぱ
く
質

を
含
む
肉
、
魚
、
大
豆
・
大
豆
製
品
、
卵
を
合
わ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
、
夏

バ
テ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

夏
バ
テ
予
防
食
材

豚
肉
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群

を
多
く
含
み
、
疲
れ
を
と
り

ま
す
。

パ
プ
リ
カ
は
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
を
多
く
含
み
、
皮
膚
や
粘

膜
の
健
康
維
持
を
助
け
ま
す
。

ト
マ
ト
の
色
は
、
リ
コ
ピ

ン
と
い
う
カ
ロ
テ
ン
。
免
疫

力
を
高
め
ま
す
。

食
欲
ア
ッ
プ
食
材

香
味
野
菜

（ 

ね
ぎ
・
に
ん
に
く
・
に
ら
・

み
ょ
う
が
・
生
姜
な
ど
）

酸
味
・
香
辛
料

（ 

酢
・レ
モ
ン
・七
味
・か
ら
し
・

カ
レ
ー
粉
・
こ
し
ょ
う
な
ど
）

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
栄
養
技
術
科

　
栄
養
士
　
加
藤
と
し
子

医
療
ク
ラ
ー
ク
っ
て

　
　
　
　
　
ど
ん
な
人
？

医
療
ク
ラ
ー
ク
と
は
、
医
師
の
指

示
の
も
と
で
医
師
の
事
務
作
業
を
補

助
す
る
事
務
職
の
こ
と
で
す
。
毎

日
、
多
く
の
患
者
さ
ん
を
診
察
す
る

医
師
の
か
た
わ
ら
で
、
そ
の
診
察
業

務
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
、
病
院
に
と
っ
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
職
種
で
す
。

主
な
仕
事
内
容
は
、
医
師
が
診
察

を
行
う
際
の
、
診
断
書
や
処
方
箋
な

ど
の
作
成
を
補
助
し
た
り
、
電
子
カ

ル
テ
へ
の
診
療
記
録
の
入
力
等
を
支

援
す
る
こ
と
で
す
。
受
付
窓
口
業
務

や
診
療
報
酬
明
細
書（
レ
セ
プ
ト
）

の
作
成
等
を
行
う
医
療
事
務
に
対

し
、
医
療
ク
ラ
ー
ク
は
基
本
的
に
医

師
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

豊
岡
病
院
に
は
1
日
お
よ
そ
１
、

０
０
０
人
の
方
が
来
院
さ
れ
る
た

め
、
医
師
の
事
務
作
業
も
非
常
に
多

く
な
り
ま
す
。
医
師
の
負
担
を
軽
減

す
る
医
療
ク
ラ
ー
ク
が
、
大
き
く
活

躍
し
て
い
ま
す
。

医
療
ク
ラ
ー
ク
っ
て

　
　
　
　
　
ど
ん
な
人
？

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
ド
ッ
ク
食

４
月
よ
り
、
１
日
と
１
泊
２
日

人
間
ド
ッ
ク
の
１
日
目
の
昼
食
の

み
、
健
康
食
が
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

健
康
食
は
、
塩
分
２
ｇ
以
下
、

個
々
に
合
わ
せ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

で
提
供
し
ま
す
。

ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

作り方
①  豚肉は１口大、野菜はすべて小さ目の乱切りにする。
② フライパンにごま油をなじませ、生姜、豚肉、なすを炒

める。
③ なすがしんなりしたら、パプリカ、きゅうりの順に炒め、

混ぜ合わせた調味料をからめ炒り煮にする。

夏バテ予防食材を使ったレシピ

夏野菜と豚肉の炒め物

簡単に作れる夏野菜を使ったメニューを載せました。
是非、家庭でもお試しください。（調理長：岡田正克）

材料（4人分）

豚肉 ……………… 200ｇ
なす ………………… ２本
きゅうり …………… １本　
パプリカ（赤・黄・橙） 各１個
みじん切生姜 … 小さじ2
ごま油 ………… 大さじ1
　角切トマト ……… 1個
　みそ ………… 大さじ2
　カレー粉 ………小さじ1
　しょうゆ ………小さじ1
　砂糖 ……… 小さじ2
　みりん ……… 小さじ4
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看護の日イベントを行いました
　ナイチンゲールの誕生日にちなんで、毎年5月12日を含む看護週間にイベントを行っています。
　今年も健康管理の普及啓発を目的に、栄養・運動・お薬・認知症相談、血圧・体脂肪測定、ストレス
チェックなどを行いました。ご参加くださった皆さん、ありがとうございました。

豊岡 日高 出石 朝来

医師異動のお知らせ（H31.4.2 ～ R1.6.1）

新任医師
豊岡  産婦人科
部長

住
スミ

友
トモ

  理
マサ

浩
ヒロ

日高  眼科
医員

野
ノ

田
ダ

  和
カズ

誉
ノリ

退職医師
豊岡  産婦人科 ……………… 部長  杉並　　興
豊岡  循環器内科 ……………………得竹陽一郎

トライやる・ウィークで
地域の中学生を迎え入れました

（表紙にも写真を掲載しています。）

　今年も豊岡・朝来市内の中学2年生が、地域
の職場体験学習として各病院へ来てくれました。
6月3日から6月7日までの期間中、病棟、薬剤部、
検査技術科、放射線技術科、栄養技術科、家政、
医事企画課などで様々な仕事を体験しました。

豊岡

出石

日高

朝来

豊岡病院が病院機能評価認定を
受けました
　当院は、公益財
団法人日本医療機
能評価機構が定め
る認定基準を達成
していることが認
められ、 2019年4月
19日付けで、通算
5度目となる病院機
能評価認定病院の
認定を受けました。

̶ 病院機能評価とは ̶
　病院機能評価とは、公益財団法人 日本医療機能評価
機構が、国内の病院を対象に、組織全体の運営管理お
よび提供される医療を「第三者の目」で、中立的・科学的・
専門的な見地から評価を行うものです。
　当院は1999年4月の第１回の認定から回を重ね今回で
通算5度目の認定となりますが、今後もより一層、医療
の質向上や患者満足度の向上に職員一同取り組んで参
ります。
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公立豊岡病院組合
Toyooka Public Hospitals' Association

［日時］令和元年8月  ❶15日（木）  ❷16日（金）
■対象／①看護学生　②看護職、臨床検査技師、診療放射線技師を目指す高校生
■内容／ 施設見学だけでなく、採血や心肺蘇生法の体験コーナーなど様々な企画を

ご用意しています。お楽しみに！

詳しくは病院組合ホームページを
ご覧ください

問合せ：

☎0796-22-6111
総務部人事課（内線2101）

オープンホスピタルを開催します
看護師は病院でどんな仕事をしているの？
仕事はおもしろい？それとも難しい？職場はどんな雰囲気なの？
看護師の仕事を知り、また当院を身近に感じて頂ける機会と
なるよう、「オープンホスピタル」を開催します！
今年は、臨床検査技師、診療放射線技師の仕事を紹介する
コーナーも新設！ 皆さんの参加をお待ちしております。

職員募集のお知らせ
応募職種 募集

人数 年齢 受験資格 採用
予定日 試験日

①臨床検査技師

若
干
名

30歳以下

臨床検査技師免許取得（ 見込 ）者

令和２年
４月１日

令和元年
９月21日㈯②診療放射線技師 診療放射線技師免許取得（ 見込 ）者

③ 視 能 訓 練 士 視能訓練士免許取得（ 見込 ）者
令和元年

９月22日㈰④ 管 理 栄 養 士 管理栄養士免許取得（ 見込 ）者

⑤臨床工学技士 臨床工学技士免許取得（ 見込 ）者

⑥病院マネジメント
　職員（事務職員）

26歳以下 ①大学卒業（ 見込 ）者　または
②診療情報管理士資格取得（ 見込 ）者

令和元年
８月17日㈯

27歳以上
44歳以下

詳しくは募集要項をご覧ください
※近日中にホームページ掲載予定

書類審査通過者
に別途通知

※受験資格表中の年齢は、採用年度の4月1日時点の年齢です。
※募集要項は病院組合ホームページからダウンロードできます。

採用に関する問合せ　総務部人事課☎ 0796-22-6111（内線2101）


